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[Abstract]
 The method of Barry Harris is based on the chromatic scale of the 12-note average scale, a 
wholetone scale that divides it into two, a method from the view that the three diminished chords 
are DNA in bebop jazz Start. This is the most fundamental and simple rule to capture the dominant 
7th chord, which is an indispensable element in expressing the jazz sound until the 1950s. On the 
other hand, learning diatonic chord with open voicing makes it easier for jazz-specific sounds and 
approaches. It is also a feature of Mr. Barry to capture the main chord as the 6 th chord, and by 
combining it with the diminished chord, it is possible to create a tasteful sound movement that can 
not be expressed only by a chord name or a scale. Here, I will introduce the way to move various 

















2018 年 1 月時点で 88 歳。1960 年頃からメインストリームで活躍し、セロニアス・モンク
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得手をなくすためである。半音階は当然 1 種類しか存在しない。それを 2 つに分けるとホ
ールトーン・スケールが 2 種類生じる。
　　【譜例 1】　　　　　Chromatic Scale　　　　　　 Adam Wholetone　　　　Eve Wholetone
　バリー氏はこれをアダムとイヴと呼ぶ。3 つのトライトーン（減 5 度音程）の集合体と
もいえるホールトーンは第一音、第三音、第六音を取り出しただけでも（5th を抜いた）
ドミナント 7th コードであるが、音階全てならば 9th、#11th、♭ 13th を含んでいること
がわかる。この 2 種類のホールトーンはお互いドミナントの関係にあるとも言える。例え
ば G7 が属するホールトーンと C7 が属するホールトーンは別であるように、ドミナント
モーションとは、1 つ目のホールトーンから 2 つ目のホールトーンに移行する作用とも言
える。ホールトーンスケールの第二音と第四音を間引くと、オーギュメント 7th コードに
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なり、ジャズのドミナント 7th コードとして多用される形となる。ホールトーンに慣れる
ためには次のように練習すると効果的である。





【譜例 3】Wholetone 長三度重音での Dominant Motion　//　Chromatic を含めた形
【曲中での使用例 1】Like Someone In Love
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【曲中での使用例 2】“All The Things You Are”
§2．　ディミニッシュ
　次に半音階を 3 つに分けると、3 種類のディミニッシュ 7th コードが生じる（バリー
氏はアダムとイヴから 3 人の子供が産まれたと例える）。ディミニッシュ 7th は最下音が
変わっても 4 つずつ同じコードになるため（Cdim7 ＝ E ♭ dim7 ＝ G ♭ dim7 ＝ Adim7、
C#dim7 ＝ Edim7 ＝ Gdim7 ＝ B ♭ dim7、Ddim7 ＝ Fdim7 ＝ A ♭ dim7 ＝ Bdim7）以下
概ね C、C#、D のみで示す。
【譜例 4】Chromatic Scale から得られる 3 つの Diminished Chord
　ディミニッシュ 7th（以降コード表記は dim7 → とする）は、それぞれ別々のホール
トーンからなるトライトーンを 2 つ持ち、構成音のいずれか一つを半音下げるとドミナン
ト 7th になる（半音下の音をベースとして加えると、ドミナント 7th ♭ 9th となる）とい
う特性から、1 つのディミニッシュが 4 つのドミナント 7th の役割を果たす。それら 4 つ
のドミナント 7th は一つおきに裏コード（代理ドミナント、Substitute Chord）の関係に
あり、形の覚えやすいディミニッシュを 3 種類覚えれば、全てのドミナント 7th を網羅し
たことになる。早い時期にこの点に気づかせることは、教育上非常に効果的である。
C 音を半音↓　／　E ♭音を半音↓　／　F# 音を半音↓　／　A 音を半音↓　（Diminished と Dominant7th との関係）
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　更に理解を深めるために次のことも認識しておくべきである。ディミニッシュ 7th の
任意の一音を半音上げた場合 m6 コード（＝ハーフディミニッシュ）となる。
C 音を半音↑　　／　　　E ♭音を半音↑　／　　　　F# 音を半音↑　　／　　　A 音を半音↑
　また隣り合わせの 2 音を半音上げ下げするといずれもメジャー 6th コード（＝マイナ
ー 7th）となる。
一つおきの 2 音を半音上げ下げすると、いずれも 7th（♭ 5）というコードになる。
【譜例 5】Diminished の Family Chord
　これらのことは、ディミニッシュという響きが様々な解決和音の前兆となっている証拠
である。以下、ディミニッシュ隣り合わせの 2 音を上下させた曲例。
【曲中での使用例 3】“Strollin'”（隣り合わせの 2 音を上下）
【曲中での使用例 4】“Lady Bird”（隣り合わせの 2 音を上下）
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　アドリブの組み立てにおいても、ディミニッシュからの発想は効果的である。ディミニ




ミニッシュから派生している特性上 3 種類しかない（C-D ♭ -E ♭ -E-F#-G-A-B ♭、C#-
D-E-F-G-A ♭ -B ♭ -B、D-E ♭ -F-G ♭ -A ♭ -A-B-C）。つまり、1 種のコンディミが 4 つの






C7、E ♭ 7、F#7、A7 で使用可　//　C#7、E7、G7、B ♭ 7 で使用可　//　D7、F7、A ♭ 7、B7 で使用可
【譜例 6】3 Combination of Diminished Scale
コンディミはスケールとしてはもちろん、コードを伴う形でも使うことができる。





手 Root-7th、右手 3rd-7th-3rd というボイシングで平行に演奏する。
【譜例 7】 Open Voicing Through the C major Scale
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　これだけでも初歩的な3度重ねより荘厳に響くが、次に7th音→6thという動きをさせる。




【譜例 9】Moving（7 → 6+Chromatic Approach） a Voicing Through the C major Scale
　ダイアトニック・オープンボイシングの形はそのままスタンダード演奏に活用できる。
【曲中での使用例 6】“All The Things You Are”
28 尚美学園大学芸術情報研究 第 28 号『バリー・ハリス・ビバップ・メソッドの実践と応用』
クロマチック・アプローチも活用した例。
【曲中での使用例 7】“What Is This Thing Called Love?”
3．ダイアトニックコードのとらえ方
§1．　ドミナント 7th スケール（Descending the  7th Scale）
　ここでは、最もプレーンなドミナント 7th スケールを元に、主に単音楽器でのアドリブ
をおこなう際の音使いを考える。C7 の場合、ダウンビートにコードトーン（Root、3rd、
5th、7th）が来るようにスケールを作ると、ドレミファソラシ♭ “ シ ” ドという風にルー




1．Root、3rd、5th、7th から下降する際は、Root と 7th の間に Half-Step（半音）
2．もしくは、3rd、5th、7thから下降する際、3rdと2nd、2ndとRoot、Rootと7thの3ヶ所に Half-Step
3．2nd、4th、6th から下降する際は Half-Step なし
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4．もしくは 2nd と Root、Root と 7th の 2 ヶ所に Half-Step
§2．　オルタード・スケール
　モダンジャズのみならず近年のポップスでも多用されるドミナント 7th オルタード（♭
9、#9、♭ 13 を含む）を演奏する際、バリー氏は「半音上の m6」というとらえ方をして
いる。m6もしくはm△7というコードはメロディックマイナ ・ースケールに含まれており、
オルタード・スケールはメロディックマイナー・スケールの 7 番目の音から捉えたもので
あるから（G7alt ＝ A ♭ m6/G：G-A ♭ -B ♭ -B-D ♭ -E ♭ -F）これは理にかなっている。
さらに考察すると、例えば Dm7 - G7 - C6 というツーファイブワン進行の際、裏ドミナン
トを加えるならば Dm7 - G7 - A ♭ m7 - D ♭ 7 – C6 というリハーモナイズがおこなえる。
このA♭マイナーの音階をG7上で使ってしまうのがオルタードだと捉えることができる。
ここで、メロディックマイナー・スケールから派生する 4 つのスケールを、G7alt の場合
で考える。
D ♭7 #11　　　　　リディアン（♭）7th・スケール：D ♭ -E ♭ -F-G-A ♭ -B ♭ -B
Fm7（♭ 5）　　　　スーパーロクリアン・スケール：F-G-A ♭ -B ♭ -B-D ♭ -E ♭
G7alt　　　　　　　オルタード・スケール：G-A ♭ -B ♭ -B-D ♭ -E ♭ -F
A♭m6、A♭m △ 7　メロディック・マイナー：A ♭ -B ♭ -B-D ♭ -E ♭ -F-G









【表 1】Descending the Dominant 7th Scale Half-Step Rules
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ドミナント 7th スケール時と同様、この音がダウンビートにくるようにスケールを作ると、
ドレミファソ “ ラ♭ ” ラシドと、第 5 音と 6 音の間に一音加える必要が出てくる。こうし
て導き出された音階をバリー氏は「True Major Scale」と呼ぶ。
「True Minor Scale」の場合は第 3 音がフラットし、他は同様である。
　ここではメジャーに絞ってバリエイションしてゆく。この音階を Root 以外の 3rd、
5th、6th の各音からも上昇させる。
さらにこれら 4 音を同時に演奏する。
【譜例 10】Major 6 & Diminished Scale with Chord Voicing  in C for Piano
　このように、6th コードと diminish コードが交互に登場するブロックコードの動きが
作られる。ここで出てきた 4 つのディミニッシュコードは転回しているだけで同じもので
ある（Fdim7 ＝ A ♭ dim7 ＝ Bdim7 ＝ Ddim7）。そしてこれら 4 つの dim7 は G7（♭ 9）
の転回形と捉えることもでき、この細かいドミナントモーションとも言える動きこそが古
き良きジャズのサウンドを感じさせる。さらにドロップ 2、ドロップ 3 といったボイシン
グのバリエイションも必要となってくる。マイナーの場合は3rd音を半音下げればよいが、
演奏上の習得には根気良く練習する必要がある。
【譜例 11】Major 6 & Diminished Scale with Chord Voicing  in C Drop2
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【譜例 12】Major 6 & Diminished Scale with Chord Voicing  in C Drop3
　有名なデューク・エリントンの楽曲に使われる、ホーンセクションによるリフの音型が
まさにこのタイプである。
【曲中での使用例 8】“Take The A Train”
　また、特定の曲に限らず、II-V-I 進行上で活用できる動き。右手と左手が反行している
ことで味わいが深まる。
【曲中での使用例 9】Barry Harris 氏からの提示ドリルより
バド・パウエルの楽曲に大いに活用されている（※原曲は E ♭ Major）
【曲中での使用例 10】“Strictry Confidencial”
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　同じくバド・パウエルの曲だが、マイナー上では m6 と diminish の連結となる。
【曲中での使用例 11】“Bouncing with Bud”
　また、バリエイションとしてメジャー 7th コードを出発点とすると、多彩なテンション
ノート、4 度マイナーや平行調 A マイナーへのドミナントモーションを含む動きになる。
【譜例 13】 Major7 & Diminished Scale with Chord Voicing in C
ダイアトニックの時と同様に 7th → 6th の動きを加える。
C マイナー（E ♭メジャー）の曲中で活用した場合。








ドロップ 2、ドロップ 3 で弾く。
【譜例 14】Difficult Major Scale in C Drop2
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【曲中での使用例 13】“Like Someone In Love”
5．　6th コードによるコード解釈
　これまでバリー氏のワークショップに参加した中で、彼の発言から膨大なヒントを得
た。中でも△ 7 コードを 5 度上の 6th と捉える発想（9th を加えた形）、また先ほどのド




｜ Cm7 　　｜ F7 　　　｜ B ♭△ 7　｜ E ♭△ 7　　｜ Am7（♭ 5）　｜ D7　　｜ Gm6　　
｜ G7　　　‖
バリー・ハリスの解釈
｜ E ♭ 6/C 　｜ F#m6/F 　｜ F6/B ♭　｜ B ♭ 6/E ♭　｜ Cm6/A　｜ E ♭ m6/D　｜
Gm6　　｜ A ♭ m6/G　‖
　いわば一般的なコードシンボルはベーシストのために存在しているようなもので、コー
ド楽器やメロディ楽器はそれをより有効な形にとらえて実際の音にすべきである。バリー












・G7（♭ 9, ♭ 13）＝ A ♭ m6/G　（半音上のマイナー 6th）
・G7（#9, ♭ 13）＝ E ♭ /G7　（長 3 度下のメジャートライアド）
＜コンビネイション・オブ・ディミニッシュ系＞
・G7（♭ 9）＝ A ♭ dim7/G　（半音上のディミニッシュ 7th）
・G7（♭ 9,13）＝ E/G7　（短 3 度下のメジャートライアド）
＜オルタード、コンディミ共通＞
・G7（♭ 9,#11）＝ D ♭ /G　（裏ドミナント音程上のメジャートライアド）
＜フリジアン系＞









クにおいて欠かせない和音である上に、m7 コードや M7 コードに比べると、テンション
ノートの加え方などバリエイションの幅が遙かに広い。極論するなら、スタンダード・ジ
ャズの醍醐味は「ドミナント 7th をいかに魅力的に響かせるか」にあると言えよう。







を基に筆者が即興演奏したブルース（in F）のアドリブを 2 コーラス記し、音使いのポイ
ントを解説する。 
　まず 1 コーラス目の 1 小節目、2 拍目の裏でソ # 音がアプローチノートとして使われて
いるが、ビ・バップの初歩的な手法である。 2 小節目は、B ♭ 7 であることを希薄にし
F7 のフレイズを弾いている。注目は 2 拍目頭のシ♮音で、これは F7 の #11th（または♭ 5）
である。#11th はビ・バップの特徴的な音で、F に対して B はトライトーンの音程である。
最後のラ♭は、次の小節 F7 の 3rd ラ♮に行くためのアプローチノートである。 4 小節目
は、ホールトーンを一音おきに使い下降している。この F7 は、B ♭ 7 へ解決するための
ドミナントの役割を担ったコードであり、F7aug-B ♭ 7 という動きがドミナント・モーシ
ョンである。それ以前の F7 は、本質的には F6 であって、ブルースの場合 7th の音を使
うため F7 となっているだけで、ドミナントの役割を担ったコードではない。 6 小節目の
注目は、2 拍目のアタマで再び #11th のミ・ナチュラルの音を使っていること。8 小節目は、
Am7 のコードは無視して、ファ #・ラ・ド・ミ♭という D7（♭ 9）の音列のディミニッ
シュを弾いている。この D7-Gm7 という動きがドミナント・モーションである。9 小節目は、
チャーリー・パーカーが多用するフレーズで、ここから 10 小節目にかけて、ファ - ミ - レ
- ドという大きな動きがあり、その動きを複雑に聴かせるために、1 音下からレ - レ #- ミ・
ド - ド #- レ・シ♭ - シ - ドというような飾りを付けたフレイズにしてある。10 小節目の 3
拍 4 拍目は、またホールトーンの 1 音飛ばし、つまりオーギュメントで下降。 11 小節目
3 〜 4 拍目の D7 から 12 小節目にかけては、それぞれのディミニッシュを使ったフレイズ。
　2 コーラス目に入り、14 小節目の 2 拍目裏にレ♭を使っている。これは B ♭ m つま
り 4 度マイナーの 3rd。F7 に対して B ♭ m は 4 度マイナーであり、トニックに戻りや
すいという性質がある。前の小節からミ♭ - レ - レ♭ - ドという下降する音の動きを軸と
し、間にファの音を入れたことで躍動感が出る。 15 小節目 3 拍目裏のミ♮はバリー氏が
「Desending the 7th Scale」のルールで提示している half step の音。ダウン・ビートに
F7 のコード・トーンが来るように Root と 7th の間にミ♮を入れてやることで、バップら
しいフレイズになる。 
　17 小節目のポイントは、伸ばしている音が 3 拍目裏から始まっている点。音楽をリズ
ミックにするためのシンコペーション。 18 小節目は B ディミニッシュのアルペジオ。 
19 〜 20 小節目は、チャーリー・パーカーに頻出する、ハーモニーを前倒しにする手法。
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19 小節 3 拍目から次の小節の D7 のハーモニーを前倒しして使っている。 21 小節 3 拍目
から 22 小節目頭への動きは、クリシェ（ファ #- ファ - ミ）を生かしたクロマチック・リ
ゾルブと呼ばれるアプローチ。 24 小節目は、C7 のコンディミを使っている。
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用語を設定しておかないと共有しづらい。ツー・ファイブやナポリ六、コンディミ、リズ
ム・チェンジに習って、例えば、Moving（7 → 6） a Voicing Through the Major Scale は
「Barry-76」「バリー七六」、Major 6 & Diminished Scale with Chord Voicing  for Piano















特に最後の Difficult Major Scale（仮称）などは至難の業である。とはいえ、ホールトー











・THE BARRY HARRIS WORKSHOP VIDEO's WORKBOOK（Howard Rees）
・THE BARRY HARRIS WORKSHOP VIDEO's WORKBOOK Part2（Howard Rees）
・JAZZ LIFE 2006 年 12 月号（三栄書房）
　バリー・ハリス・ピアノ・テクニック（尚美学園大学主催レクチャーの取材記事）
・JAZZ LIFE 2008 年 4 月号（三栄書房）
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　　ビバップ特集（尚美学園大学主催レクチャーの取材記事）
・JAZZ LIFE 2009 年 3 月号（三栄書房）
　　 コンサート・レポート（尚美学園大学主催レクチャーの取材記事）
・JAZZ LIFE 2010 年 3 月号（三栄書房）
　　バリー・ハリス単独インタビュー（尚美学園大学主催レクチャーの取材記事）
・JAZZ LIFE 2011 年 3 月号（ジャズライフ）
　　バリーハリスに聞くビ・バップの真髄（バリーハリス＆坪口昌恭　対談記事）
・JAZZ LIFE 2012 年 3 月号（ジャズライフ）
　　バリー・ハリス・レクチャー
　　（尚美学園大学主催レクチャーの取材記事。協力：坪口昌恭、三木俊雄）
・JAZZ LIFE 2013 年 2 月号（ジャズライフ）
　　僕にとってのビバップおやじ（坪口昌恭）






・ジャズ批評 2014 年 11 月号（ジャズ批評社）これがビバップだ！
　　　（菊地成孔×坪口昌恭　対談）
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